
子
宮
頸
が
ん
は
、正
し
い
知
識
と
十
分
な
理
解
を
！

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

各
種
お
知
ら
せ

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
接
種
に
関
す
る
相

談
窓
口
を
設
置

　
子
宮
頸
が
ん
等
を
予
防
す
る
目

的
で
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
予
防
接
種（
H
P
V
ワ

ク
チ
ン
接
種
）
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
該
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
後

に
生
じ
た
症
状
に
よ
り
、
日
常
生

活
・
学
校
生
活
に
支
障
を
来
す
事

例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、山
梨
県
に
H
P
V
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
症
状
が
生
じ
た
方
に

対
す
る
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
相
談
窓
口
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

■
設
置
部
署

・�

医
療
、
生
活
、
救
済
制
度
等
に　

関
す
る
相
談
受
付

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部

　
　
健
康
増
進
課
（
県
庁
内
）

・�

教
育
、
学
校
生
活
等
に
関
す
る　

相
談
受
付

　
山
梨
県
教
育
委
員
会
教
育
庁

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課（
県
庁
内
）

■
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
9
時
～
正
午
・
13
時
～
17
時

※
祝
日
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
福
祉
保
健
部

　
　
　
　
　
　
健
康
増
進
課
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

有
効
性
と
リ
ス
ク
を
ご
理
解
の

う
え
接
種
を
！

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
よ
る
副
反
応
報
告
が
寄
せ

ら
れ
た
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は

現
行
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

勧
奨
を
行
わ
な
い
よ
う
勧
告
し
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
定
期

接
種
が
中
止
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
中
学
1
年
生
か

ら
高
校
1
年
生
相
当
年
齢（
女
子
）

の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
接
種
に
あ
た
っ
て
は
、
医
療
機

関
に
ご
相
談
の
う
え
、
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
十
分
ご
理

解
の
う
え
で
接
種
の
ご
判
断
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課
健
康
増
進
担
当
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子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
副
作
用
に
関
す
る
救
済
制

度
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
3
月
31
日
に
ま
で
に
、

市
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し

た
方
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら
か

の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性

が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・
医

療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
具

体
的
な
請
求
方
法
等
に
つ
い
て
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

支
給
対
象
と
な
る
の
は
請
求
し

た
日
か
ら
遡
っ
て
5
年
以
内
に

受
け
た
医
療
に
限
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

　
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　
　
　
　
救
済
制
度
相
談
窓
口
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ヤ
ル
）

輝
く
女
性
を
応
援
！
　
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
レ
ポ
ー
ト
⑧

　
韮
崎
生
活
学
校
は
、
昭
和
53
年

の
設
立
以
来
、
日
常
生
活
や
地
域

の
中
で
の
悩
み
や
疑
問
を
取
り
上

げ
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら

テ
ー
マ
を
決
め
、
主
婦
の
視
点
で

調
査
研
究
、
学
習
を
積
み
重
ね
実

践
活
動
を
通
し
て
、
行
政
や
事
業

者
、
関
係
団
体
な
ど
と
対
話
集
会

を
持
ち
解
決
す
る
と
い
う
手
法
で

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
の
主
な
活
動
は
、
子
ど
も

の
食
育
推
進
の
た
め
に
手
作
り
紙

芝
居
の
実
演
、
ノ
ー
レ
ジ
袋
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
消
費
者
被
害
防

止
活
動
、
災
害
時
に
備
え
て
の
非

常
食
調
理
実
習
や
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
、生
ご
み
の
ひ
と
絞
り
運
動
、食

品
ロ
ス
削
減
運
動
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

時
に
は
楽
し
み
の
研
修
旅
行
や
市

議
会
傍
聴
、
食
事
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に

対
応
出
来
る
知
識
や
心
の
糧
を
得

ら
れ
る
工
夫
を
し
な
が
ら
、全
国
や

県
内
の
同
志
仲
間
と
の
交
流
会
な

ど
を
通
し
て
、情
報
交
換
や
課
題
の

共
有
な
ど
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
皆
で

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら
、

行
政
機
関
と
の
協
働
体
制
を
つ
く

り
、
そ
し
て
意
見
を
表
明
出
来
る

機
会
を
多
く
得
な
が
ら
、
少
し
で

も
地
域
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に

社
会
参
加
を
行
動
化
し
て
、
課
題

解
決
に
向
け
て
の
活
動
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
希
求
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

男
女
年
齢
を
問
わ
ず
メ
ン
バ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
生
活
学
校
（
今
福
）
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と
も
に
学
び
、と
も
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
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韮
崎
生
活
学
校
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